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１．人口等の現状 

（１）年齢三区分人口の推移 

人口の推移をみると、一貫して増加傾向にあり、平成３０年の総人口９３,７３７人から

令和４年では９６,１６１人となっています。 

年齢三区分別に比較すると、年少人口、生産年齢人口、老年人口のいずれも増加となっ

ており、年少人口及び生産年齢人口では、外国人の増加が進んでいます。 

 

  全住民   
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資料：四街道市人口統計（各年１０月１日現在） 
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（２）人口動態 

自然動態をみると、自然減の状態が続いており、出生者数は減少傾向、死亡者数は増加

傾向となっています。社会動態をみると、社会増の状態が続いていますが、転入者数及び

転出者数はいずれも減少傾向となっています。 

 

  自然動態   
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  社会動態   
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資料：千葉県毎月常住人口調査       

※各年における数値は、当年１月１日から翌年１月１日までの合計を示しています。 
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２．児童生徒の現状 

（１）小学校の児童数の推移 

小学校の児童数の推移をみると、総数は増加傾向にあります。 

平成３０年度と令和４年度の児童数を小学校別に比較すると、四街道小・南小・八木原

小・和良比小は増加、旭小・大日小・四和小・山梨小は横ばい、中央小・みそら小・栗山

小・吉岡小は減少となっています。 

 

  小学校：児童数   

（人）

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 増減数

（2018） （2019） （2020） （2021） （2022） （2018→22）

四街道小 746 776 776 768 796 50

旭小 155 172 179 163 156 1

南小 447 453 459 491 517 70

中央小 785 790 770 767 714 -71

大日小 504 514 505 516 509 5

八木原小 432 429 432 469 481 49

四和小 527 539 547 528 534 7

山梨小 128 124 120 122 124 -4

みそら小 163 140 128 121 121 -42

栗山小 250 236 228 219 223 -27

和良比小 668 684 732 760 828 160

吉岡小 332 330 317 302 286 -46

総数 5,137 5,187 5,193 5,226 5,289 152

各年度 ５月１日現在

小学校
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（２）中学校の生徒数の推移 

中学校の生徒数の推移をみると、総数は増加傾向にあります。 

平成３０年度と令和４年度の生徒数を中学校別に比較すると、四街道中・千代田中・旭

中・四街道西中・四街道北中のいずれの中学校も増加となっています。 

 

  中学校：生徒数   

（人）

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 増減数

（2018） （2019） （2020） （2021） （2022） （2018→22）

四街道中 611 624 622 651 667 56

千代田中 379 374 404 422 428 49

旭中 342 365 353 375 383 41

四街道西中 496 482 485 501 512 16

四街道北中 513 514 534 532 547 34

総数 2,341 2,359 2,398 2,481 2,537 196

各年度 ５月１日現在

中学校
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（３）全国学力・学習状況調査の結果 

小学校６年生（国語・算数）と中学校３年生（国語・数学）の平均正答率の推移をみる

と、千葉県及び全国と同様なグラフの動きを示しており、令和元年度以降、中学校３年生

の数学の学力は低下傾向となっています。 

  小学校６年生：国語     小学校６年生：算数   
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四街道市 63 65 63

千葉県 63 65 66

全国（公立） 63.8 64.7 65.6

区分 単位（％）

国語

令和元年度
(2019)

令和3年度
(2021)

令和4年度
(2022)

 

四街道市 64 70 58

千葉県 66 70 63

全国（公立） 66.6 70.2 63.2

令和元年度
(2019)

令和3年度
(2021)

令和4年度
(2022)

区分 単位（％）

算数

 

  中学校３年生：国語   
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  中学校３年生：数学   
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四街道市 71 64 65

千葉県 72 65 68

全国（公立） 72.8 64.6 69.0

令和元年度
(2019)

令和3年度
(2021)

令和4年度
(2022)

区分 単位（％）

国語

 

四街道市 56 54 47

千葉県 58 56 50

全国（公立） 59.8 57.2 51.4

令和元年度
(2019)

令和3年度
(2021)

令和4年度
(2022)

区分 単位（％）

数学

 

※文部科学省の発表に基づき、全国は小数第１位まで、市・県は小数点以下を四捨五入した結果を示しています。 
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（４）不登校児童生徒の状況 

小学校の不登校児童数の推移をみると、その数値は増加傾向にあり、平成３０年度と令

和４年度を比較すると約２.４倍に増えています。中学校の不登校生徒数の推移をみると、

その数値は増加傾向にあり、平成３０年度と令和４年度を比較すると約１.５倍に増えてい

ます。不登校の割合をみると、千葉県及び全国と同様なグラフの動きをしており、令和２

年度以降、特に不登校生徒の割合が高くなっています。 

 

  小学校：不登校児童数     中学校：不登校生徒数   
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  小学校：不登校児童の割合     中学校：不登校生徒の割合   
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単位（％）
平成30年度
（2018）

令和元年度
（2019）

令和2年度
（2020）

令和3年度
（2021）

令和4年度
（2022）

四街道市 0.70 0.96 0.91 1.32 1.63

千葉県 0.65 0.76 0.88 1.18 1.53

全国 0.70 0.83 1.00 1.30 1.70

 

単位（％）
平成30年度
（2018）

令和元年度
（2019）

令和2年度
（2020）

令和3年度
（2021）

令和4年度
（2022）

四街道市 3.83 3.44 3.87 5.65 5.40

千葉県 3.44 3.50 3.52 4.30 5.09

全国 3.65 3.94 4.09 5.00 5.98

 

資料：文部科学省「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査」 
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３．生涯学習、スポーツ活動の現状 

 

（１）公民館（四街道公民館、千代田公民館、旭公民館）利用状況の推移 

公民館の利用者数の推移をみると、平成３０年度の１６２,０５７人から、令和２年度は

４１,７９０人と大きく減少しましたが、令和４年度では８５,００７人となっています。 

 

  公民館   
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（２）図書館利用状況の推移 

図書館の利用者数や図書の貸出冊数の推移をみると、平成３０年度の１０６,０４１人

（３５１,２３５冊）から、令和２年度は７０,３５６人（２３８,３１７冊）と大きく減少し

ましたが、令和４年度には９３,２８２人（３０９,７０４冊）となっています。 

 

  図書館   
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（３）市民ギャラリー利用状況の推移 

市民ギャラリーの利用者数の推移をみると、平成３０年度の１６,１４８人から、令和２

年度は１,５２９人と大きく減少しましたが、令和４年度では９,３３８人となっています。 

 

  市民ギャラリー   
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（４）総合公園（体育館、多目的運動場、野球場）利用状況の推移 

総合公園の利用者数の推移をみると、平成３０年度の１６６,８３７人から、令和２年度

は６８,０６８人と大きく減少しましたが、令和４年度では１４１,２６２人となっていま

す。 

 

  総合公園（体育館、多目的運動場、野球場）   
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（５）温水プール利用状況の推移 

温水プールの利用者数の推移をみると、平成３０年度の５３,２６４人から、令和２年度

は７,１４５人と大きく減少しましたが、令和４年度では２０,８７６人となっています。 

 

  温水プール   
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（６）全体的な傾向 

令和元年度以降について、新型コロナウイルスの感染拡大に伴う休館や利用者制限の影

響により、施設全般で利用者数が減少しましたが、各種活動の再開に伴い、現在は利用が

回復傾向となっています。平成３０年度と比較すると、図書館・総合公園（体育館、多目

的運動場、野球場）では８～９割、公民館・市民ギャラリーでは５～６割、温水プールで

は４割程の利用状況となっていますが、市民の生涯学習やスポーツ活動は、今後も増えて

いくことが予想されます。 
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４．アンケート調査結果からみる教育的ニーズや課題 

（１）調査の実施概要 

計画策定及び今後の教育施策のための基礎資料とすることを目的に、児童・生徒、保護

者、教職員及び市民を対象に教育に関するアンケート調査を実施しました。 
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（２）調査の結果 

① 教育施策に関する結果の概要 

＜ 保護者が「重視する施策の分野」について ＞ 

「いじめ・不登校の解消、相談体制の整備」が最も多く、次いで「教職員の資質・指導

力の向上」「豊かな心を育む道徳教育、命の教育」となっています。 

 

  重視する施策の分野：保護者   

施策の分野

いじめ・不登校の解消、相談体制の整備

教職員の資質・指導力の向上

豊かな心を育む道徳教育、命の教育

ＡＬＴと連携した外国語教育、実践的な英語力の育成

防災・防犯教育、安全・安心な学校づくり

教職員の働き方改革、児童・生徒と向き合う時間の確保

多様性を認め合う教育

障害のある児童・生徒への支援

体力向上、健やかな体を育てる教育

ＩＣＴ機器を活用した教育（オンライン教育を含む）、情報モラル教育

国際理解を重視した教育、グローバル教育

学校施設・設備の充実

自然をいかした教育、環境教育

望ましい食習慣の形成、健康に関する教育

少人数教育、個に応じた指導

夢を育む教育

望ましい勤労観や職業観を育てる教育

理数教育、科学技術教育

外国にルーツを持つ児童・生徒への支援

家庭や地域社会との連携、多様な地域人材の活用

学校の教育活動や運営状況に関する情報の発信

学校図書館を活用した教育、読書活動

相談活動、街頭補導活動

学校間（幼・保・小・中・高・大等）の連携

小中学校の連携教育、小中一貫教育

市の歴史・文化・風土を重視した教育

1.58 

1.49 

1.47 

1.43 

1.42 

1.40 

1.36 

1.32 

1.27 

1.26 

1.23 

1.19 

1.13 

1.12 

1.11 

1.09 

1.08 

0.97 

0.91 

0.89 

0.88 

0.87 

0.74 

0.71 

0.50 

0.48 

0.00 1.00 2.00

 

とても重要＝２ポイント、重要＝１ポイント、ふつう＝０ポイント、あまり重要ではない＝－１ポイント、 

重要ではない＝－２ポイントに換算して集計しています。 
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＜ 教職員が「重視する施策の分野」について ＞ 

「教職員の働き方改革、児童・生徒と向き合う時間の確保」が最も多く、次いで「学校

施設・設備の充実」「いじめ・不登校の解消、相談体制の整備」となっています。 

 

  重視する施策の分野：教職員   

施策の分野

教職員の働き方改革、児童・生徒と向き合う時間の確保

学校施設・設備の充実

いじめ・不登校の解消、相談体制の整備

ＩＣＴ機器を活用した教育（オンライン教育を含む）、情報モラル教育

少人数教育、個に応じた指導

障害のある児童・生徒への支援

多様性を認め合う教育

教職員の資質・指導力の向上

豊かな心を育む道徳教育、命の教育

防災・防犯教育、安全・安心な学校づくり

ＡＬＴと連携した外国語教育、実践的な英語力の育成

外国にルーツを持つ児童・生徒への支援

体力向上、健やかな体を育てる教育

望ましい勤労観や職業観を育てる教育

望ましい食習慣の形成、健康に関する教育

国際理解を重視した教育、グローバル教育

家庭や地域社会との連携、多様な地域人材の活用

夢を育む教育

理数教育、科学技術教育

学校図書館を活用した教育、読書活動

学校の教育活動や運営状況に関する情報の発信

自然をいかした教育、環境教育

学校間（幼・保・小・中・高・大等）の連携

小中学校の連携教育、小中一貫教育

相談活動、街頭補導活動

市の歴史・文化・風土を重視した教育

1.68 

1.50 

1.48 

1.43 

1.43 

1.37 

1.35 

1.28 

1.24 

1.23 

1.19 

1.16 

1.15 

1.08 

1.02 

1.00 

0.98 

0.94 

0.93 

0.88 

0.83 

0.83 

0.82 

0.81 

0.75 

0.64 

0.00 1.00 2.00

 

とても重要＝２ポイント、重要＝１ポイント、ふつう＝０ポイント、あまり重要ではない＝－１ポイント、 

重要ではない＝－２ポイントに換算して集計しています。 
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＜ 市民が「重視する施策の分野」について ＞ 

「家庭・学校・地域の連携」が最も多く、次いで「家庭教育の支援」「青少年の健全育成

の推進」となっています。 

 

  重視する施策の分野：市民   

施策の分野

家庭・学校・地域の連携

家庭教育の支援

青少年の健全育成の推進

社会教育施設（公民館・図書館）の整備

スポーツ施設（総合公園体育施設等）の整備

図書館事業の充実

地域人材の育成・活用

生涯学習の推進

スポーツ事業の充実

イベントの開催、文化・芸術・歴史等に触れる機会

講座・教室など学習機会の提供・情報発信

伝統文化・地域遺産の継承

公民館事業の充実

各種団体・サークル等の活動支援

1.06 

1.00 

0.92 

0.86 

0.85 

0.84 

0.76 

0.75 

0.70 

0.69 

0.66 

0.63 

0.45 

0.43 

0.00 1.00 2.00

 

とても重要＝２ポイント、重要＝１ポイント、ふつう＝０ポイント、あまり重要ではない＝－１ポイント、 

重要ではない＝－２ポイントに換算して集計しています。 
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＜ 児童・生徒が「学校に対して望むこと」について ＞ 

児童の回答では「興味のあることをたくさん勉強したい」が最も多く、次いで「体験学

習を増やしてほしい」「いじめのない学校づくりをしてほしい」となっており、生徒の回答

では「体験学習を増やしてほしい」が最も多く、次いで「興味のあることをたくさん勉強

したい」「一人一人の学力に合わせて教えてほしい」となっています。 

 

  学校に対して望むこと：児童   

526人

490人

463人

290人

259人

252人

249人

237人

201人

185人

83人

40人

0人 200人 400人 600人

興味のあることをたくさん勉強したい

体験学習を増やしてほしい

いじめのない学校づくりをしてほしい

全国の中で自分の学力がどれくらいかを知りたい

がんばっていることをもっと認めてほしい

一人一人の学力に合わせて教えてほしい

いけないことは、しっかり注意してほしい

先生にはみんな平等に接してほしい

校舎や教室、学習で使う道具をよくしてほしい

悩みや意見をじっくり聞いてほしい

クラスの人数を少なくしてほしい

その他

 
 

  学校に対して望むこと：生徒   

262人

249人

227人

201人

201人

175人

168人

157人

95人

88人

71人

34人

0人 200人 400人 600人

体験学習を増やしてほしい

興味のあることをたくさん勉強したい

一人一人の学力に合わせて教えてほしい

いじめのない学校づくりをしてほしい

先生にはみんな平等に接してほしい

全国の中で自分の学力がどれくらいかを知りたい

校舎や教室、学習で使う道具をよくしてほしい

がんばっていることをもっと認めてほしい

いけないことは、しっかり注意してほしい

悩みや意見をじっくり聞いてほしい

クラスの人数を少なくしてほしい

その他
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② 子どもたちの育成に関する結果の概要 

＜ 子どもたちに「どのように育ってほしいか」について ＞ 

保護者・市民の回答では「思いやりがある」が最も多く、次いで「適切な判断力がある」

「他人を認めることができる」となっています。 

  どのように育ってほしいか：保護者・市民   

0人 200人 400人 600人 800人 1,000人 1,200人 1,400人 1,600人 1,800人 2,000人

思いやりがある

適切な判断力がある

他人を認めることができる

心身がたくましい

礼儀正しい

自立心がある

協調性がある

柔軟性がある

行動力がある

学力がある

創造性が豊か

我慢強さがある

特にない

保護者（小） 保護者（中） 保護者（幼・保） 市民

1,695人

994人

876人

681人

640人

629人

536人

471人

458人

419人

227人

373人

18人

 

＜ 子どもたちに「身につけて欲しい能力・態度」について ＞ 

保護者の回答では「自ら学び、考え、主体的に行動する力」が最も多く、次いで「思い

やりの心や、善悪の判断など道徳心」「表現力やコミュニケーション能力」となっています。 

  身につけて欲しい能力・態度：保護者   

523人

505人

268人

260人

257人

233人

212人

174人

130人

126人

124人

118人

107人

103人

79人

54人

37人

34人

18人

0人 100人 200人 300人 400人 500人 600人

自ら学び、考え、主体的に行動する力

思いやりの心や、善悪の判断など道徳心

表現力やコミュニケーション力

外国語（英語）を聞いたり、話したりする力

人間関係を築く力

教科の基礎的な学力

社会生活に必要な常識やマナー、あいさつ

健康や安全を自己管理する力

物事をやり遂げる粘り強さ

生き方や進路について考える力

集団生活での協調性、きまりやルールの順守

豊かな心や情操

基本的な生活習慣や食習慣、整理整頓

ＩＣＴ機器を活用する力や情報モラル

体力や運動能力

新しいものを生み出す創造的な力

環境やエネルギーを大切にする意識

社会に役立とうとする心や公共心

伝統や文化を大切にし、郷土・国を愛する心

 

変化し続ける社会の中で、知識や技能の習得に留まらず、それらを踏まえた思考力・判

断力・表現力、他者とつながる力や豊かな人間性を子どもたちに育んでいくことが求めら

れています。 
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③ 教育の課題に関する結果の概要 

＜「教育の課題」について ＞ 

市民の回答では「問題行動やいじめ・不登校」が最も多く、次いで「道徳心や規範意識

などの低下」「家庭環境などによる教育格差」となっており、教職員の回答では「家庭の教

育力の低下」が最も多く、次いで「基礎学力の低下」「教職員の心身の健康状態」となって

います。 

  教育の課題：市民   

389人

338人

270人

252人

244人

218人

201人

176人

140人

127人

93人

49人

36人

0人 100人 200人 300人 400人 500人

問題行動やいじめ・不登校

道徳心や規範意識などの低下

家庭環境などによる教育格差

健康状態や体力の低下

基本的な生活習慣の乱れ

基礎学力の低下

教職員の指導力の低下

家庭・学校・地域の連携

家庭の教育力の低下

学校の施設や設備

地域の教育力の低下

特に感じない

その他

 

 

  教育の課題：教職員   

0人 100人 200人 300人

家庭の教育力の低下

基礎学力の低下

教職員の心身の健康状態

道徳心や規範意識などの低下

基本的な生活習慣の乱れ

問題行動やいじめ・不登校

健康状態や体力の低下

家庭環境などによる教育格差

学校の施設や設備

授業など学習指導

職場の人間関係

地域の教育力の低下

家庭・学校・地域の連携

その他

特に感じない

小学校 中学校

202人

190人

188人

172人

171人

167人

148人

146人

137人

85人

91人

73人

62人

10人

2人

 

 

学校教育と家庭教育が相互に連携し、子どもたち一人一人に寄り添った学習環境を整え

るとともに、教職員の負担軽減を図っていく必要があります。 
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④ 児童・生徒に関する結果の概要 

＜「学校に通うのが楽しいか」について ＞ 

「楽しい」（「どちらかといえば楽しい」を含む）と回答した児童は９０.４％、生徒は  

８９.０％でした。平成２９年度の調査と比較すると、児童は１.５ポイント増加（前回：   

８８.９％）、生徒は５.７ポイント増加（前回：８３.３％）しています。 

 

  学校に通うのが楽しいか：児童   

56.2%

50.6%

34.2%

38.3%

6.8%

8.6%

2.7%

2.0% 0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和４年度

（2022）

平成29年度

（2017）

楽しい どちらかといえば楽しい あまり楽しくない 楽しくない 無回答
 

 

  学校に通うのが楽しいか：生徒   

48.7%

35.5%

40.3%

47.8%

8.1%

10.3%

2.9%

6.1% 0.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和４年度

（2022）

平成29年度

（2017）

楽しい どちらかといえば楽しい あまり楽しくない 楽しくない 無回答
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＜「心配事や悩みがあるか」について ＞ 

「ある」（「ときどきある」を含む）と回答した児童は４１.９％、生徒は４８.１％でし

た。平成２９年度の調査と比較すると、児童は０.７ポイント減少（前回：４２.６％）、生

徒は１３.９ポイント減少（前回：６２.０％）しています。 

 

  心配事や悩みがあるか：児童   

11.3%

11.0%

30.6%

31.6%

21.6%

26.6%

36.4%

29.2% 1.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和４年度

（2022）

平成29年度

（2017）

ある ときどきある あまりない 全くない 無回答
 

 

  心配事や悩みがあるか：生徒   

11.8%

20.8%

36.3%

41.2%

29.8%

25.2%

22.1%

11.7% 1.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和４年度

（2022）

平成29年度

（2017）

ある ときどきある あまりない 全くない 無回答
 

 

これらは、学校現場における様々な取組が着実に実を結んでいる結果であり、継続して

いく必要があります。 
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⑤ 教職員に関する結果の概要 

＜ 職務について「忙しいと感じるか」について ＞ 

「常に忙しい」と回答した小学校の教職員は ６５.０％、中学校の教職員は７１.３％

でした。平成２９年度の調査と比較すると、小学校の教職員は９.５ポイント増加（前回：  

５５.５％）、中学校の教職員は２３.２ポイント増加（前回：４８.１％）しています。 

 

  忙しいと感じるか：小学校   

65.0%

55.5%

34.6%

42.6%

0.4%

0.8%

0.4% 0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和４年度

（2022）

平成29年度

（2017）

常に忙しい 時期によって忙しい あまり忙しくない 忙しくない 無回答
 

 

  忙しいと感じるか：中学校   

71.3%

48.1%

26.1%

50.4%

1.7%

0.7%

0.9%

0.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和４年度

（2022）

平成29年度

（2017）

常に忙しい 時期によって忙しい あまり忙しくない 忙しくない 無回答
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＜ 直近１年間での「ストレスの変化」について ＞ 

「増えた」（「少し増えた」を含む）と回答した小学校の教職員は８８.０％、中学校の教

職員は８２.６％でした。平成２９年度の調査と比較すると、小学校の教職員は１２.６ポ

イント増加（前回：７５.４％）、中学校の教職員は５.６ポイント増加（前回：７７.０％）

しています。 

 

  ストレスの変化：小学校   

53.8%

41.0%

34.2%

34.4%

10.0%

19.1%

2.1%

5.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和４年度

（2022）

平成29年度

（2017）

増えた 少し増えた あまり増えていない 増えていない
 

 

  ストレスの変化：中学校   

50.4%

43.7%

32.2%

33.3%

17.4%

17.8% 3.7% 1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和４年度

（2022）

平成29年度

（2017）

増えた 少し増えた あまり増えていない 増えていない 無回答
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＜「教職員としての生きがい」について ＞ 

「感じる」（「どちらかといえば感じる」を含む）と回答した小学校の教職員は８３.４％、

中学校の教職員は８０.０％でした。平成２９年度の調査と比較すると、小学校の教職員は 

４.９ポイント減少（前回：８８.３％）、中学校の教職員は７.４ポイント減少（前回：   

８７.４％）しています。 

 

  教職員としての生きがい：小学校   

29.6%

47.3%

53.8%

41.0%

12.9%

9.8%

3.8%

1.6%

0.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和４年度

（2022）

平成29年度

（2017）

感じる どちらかといえば感じる あまり感じない 感じない 無回答

 
 

  教職員としての生きがい：中学校   

33.0%

45.9%

47.0%

41.5%

18.3%

9.6%

1.7%

0.7% 2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和４年度

（2022）

平成29年度

（2017）

感じる どちらかといえば感じる あまり感じない 感じない 無回答
 

 

「常に忙しいと感じる」及び「ストレスが増えた」と回答した教職員の割合が増えてお

り、教職員として生きがいを感じる割合が減っていることから、働き方改革を通じた職場

改善が喫緊の課題となっています。 
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⑥ 家庭・学校・地域の連携に関する結果の概要 

＜「地域の子どもたちの見守り」について ＞ 

「見守っている」（「いつも見守っている」又は「ときどき見守っている」）と回答した市

民は４０.０％でした。平成２９年度の調査と比較すると、７.５ポイント増加（前回：   

３２.５％）しており、地域による子どもたちの見守りが増えています。 

  地域の子どもたちの見守り：市民   

8.5%

8.8%

31.5%

23.7%

29.6%

30.7%

14.3%

17.3%

16.2%

18.3% 1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和４年度

（2022）

平成29年度

（2017）

いつも見守っている ときどき見守っている どちらともいえない

あまり見守っていない 見守っていない 無回答  
 

 

＜「地域の教育力を高めるために必要なこと」について ＞ 

「治安を良くし、子どもたちが安心して遊べるようにする」が最も多く、次いで「子ど

も同士が、地域で遊んだり、スポーツ活動などができるようにする」「地域の大人が、子ど

もに関心を持ち、ほめたり、注意したりする」となっています。 

  地域の教育力を高めるために必要なこと：市民   

436人

419人

306人

218人

217人

209人

152人

37人

27人

22人

0人 100人 200人 300人 400人 500人

治安を良くし、子どもたちが安心して遊べるようにする

子ども同士が、地域で遊んだり、スポーツ活動などができるよう

にする

地域の大人が、子どもに関心を持ち、ほめたり、注意したりする

子どもが、保護者以外の大人（近所の人など）とふれあう機会を

増やす

伝統芸能や文化を子どもたちに伝えていく

地域活動や行事などを活発にする

家族同士の交流など、近所づきあいを活発にする

わからない

その他

特にない

 

 

 

第
３
章 

   

四
街
道
市
の
教
育
に
関
す
る
現
状 

   



29 

＜「地域の教育活動やボランティアに参加・協力したいと思うか」について ＞ 

「そう思う」（「どちらかといえばそう思う」を含む）と回答した保護者・市民が７０.３％

となっており、地域人材の育成・活用を通じて、子どもたちの健やかな成長をまち全体で

支えていく必要があります。 

  地域の教育活動等に参加・協力したいと思うか：保護者・市民   

19.3%

26.6%

11.2%

51.0%

56.0%

45.4%

23.3%

15.0%

32.6%

6.4%

2.4%

10.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全 体

保護者

市 民

そう思う どちらかといえばそう思う あまりそう思わない そう思わない
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⑦ 生涯学習に関する結果の概要 

＜「生涯学習」について ＞ 

直近１年間で自発的な学習活動に取り組んだことがあると回答した市民は７４.６％で

した。平成２９年度の調査と比較すると、３.１ポイント増加（前回：７１.５％）してお

り、自らの意思で主体的に学ぶ人が増えています。生涯学習の内容としては、「健康・スポ

ーツ」が最も多く、次いで「趣味的なもの」となっており、コロナ禍以降、健康保持に役

立つことや自宅でも楽しめる趣味的な活動への関心が高まっています。 

  自発的な学習活動に取り組んだこと：市民   

324人

207人

198人

189人

180人

136人

132人

94人

65人

58人

54人

9人

0人 100人 200人 300人 400人 500人

健康・スポーツ（健康法、医学、栄養、ジョギング、水泳

など）

趣味的なもの（音楽、美術、華道、舞踊、書道など）

職業上必要な知識・技能（仕事に関係のある知識の習得や

資格の取得など）

していない

パソコン・インターネットに関すること

教養的なもの（文学、歴史、科学、語学、社会問題など）

家庭生活に役立つ技能（料理、洋裁、和裁、編み物など）

育児・教育（幼児教育、教育問題など）

自然体験や生活体験などの体験活動

ボランティア活動（点字、手話、介護など）やそのために

必要な知識・技能

社会活動（社会・時事問題、国際問題、環境問題など）

その他

 

 

＜「生涯学習の推進に必要なこと」について ＞ 

市民の回答では、「施設の利用手続きの簡素化」「指導者の確保・育成」「休日や夜間など

の講座の充実」などの回答が多くなっています。 

  生涯学習の推進に必要なこと：市民   

269人

167人

159人

157人

145人

139人

136人

135人

120人

95人

79人

73人

62人

60人

44人

30人

0人 100人 200人 300人 400人 500人

施設の利用手続きの簡素化

指導者の確保・育成

休日や夜間などの講座の充実

学習・活動情報の提供

大学など教育機関や企業との連携

託児つき講座の充実

施設の開館時間の延長

市主催講座の増加

学習・活動成果が活かせる場づくり

学校施設の開放

地域の団体の活動支援

わからない

ユニバーサルデザインの視点による環境整備

学習・活動に関する相談体制づくり

特にない

その他
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⑧ 健康に対する意識・運動の状況に関する結果の概要 

＜「健康に対する意識」について ＞ 

「健康である」（「普通」を含む）と回答した市民は７３.９％でした。平成２９年度の調

査と比較すると、９.３ポイント減少（前回：８３.２％）しており、コロナ禍以降、健康

に不安を感じる人が増えています。 

  健康に対する意識：市民   

26.5%

32.9%

47.4%

50.3%

22.7%

13.1%

3.4%

3.0%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和４年度

（2022）

平成29年度

（2017）

健康である 普通 健康に不安を感じる 健康でない 無回答
 

＜「運動の状況」について ＞ 

週に１回以上運動すると回答した市民は５８.８％でした。平成２９年度の調査と比較す

ると、７.４ポイント増加（前回：５１.４％）しており、運動に取り組む人が増えていま

す。また、全く運動していない人のうち「条件が合えば運動したい」と回答した市民が   

７７.３％もいることから、運動環境の整備などに対する潜在的な需要は高いものと考えら

れます。 

  運動の状況：市民   

15.7%

11.3%

24.4%

20.8%

18.7%

19.3%

11.6%

12.1%

29.6%

36.3% 0.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和４年度

（2022）

平成29年度

（2017）

ほとんど毎日 週に２～３回程度 週に１回程度 月に１～３回程度 全くしていない 無回答
 

  条件が合えば運動したいか：市民（全く運動していない人）   

77.3%

73.8%

22.7%

25.4% 0.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和４年度

（2022）

平成29年度

（2017）

運動したい 運動したくない 無回答
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⑨ 子どもたちのふるさと意識に関する結果の概要 

＜ 四街道市を「ふるさと」と感じるかについて ＞ 

「感じる」（「どちらかといえば感じる」を含む）と回答した児童は７２.３％、・生徒は

６４.１％でした。平成２９年度の調査と比較すると、児童は６.３ポイント増加（前回：   

６６.０％）、生徒は９.０ポイント増加（前回：５５.１％）しており、子どもたちのふる

さと意識は高まっています。 

四街道の自然や歴史・文化を大切に思う心や愛着、共感を育むことは、持続可能なまち

づくりを進める上で不可欠な取組であることから、引き続き、教育的視点を含めた郷土学

習の充実に努めていく必要があります。 

  ふるさと意識：児童   

46.5%

36.0%

25.8%

30.0%

11.5%

14.5%

5.7%

8.2%

10.5%

9.8% 1.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和４年度

（2022）

平成29年度

（2017）

感じる どちらかといえば感じる あまり感じない 感じない わからない 無回答
 

 

  ふるさと意識：生徒   

30.4%

22.3%

33.7%

32.8%

17.4%

15.7%

7.6%

11.2%

11.0%

17.4% 0.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和４年度

（2022）

平成29年度

（2017）

感じる どちらかといえば感じる あまり感じない 感じない わからない 無回答
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５．第１期計画（後期計画）の達成状況 

 

基本方針１ 

豊かな感性を育み、強い心で正義を尊ぶ、たくましい子どもを育てます 

目標項目 
計画策定時 

（平成２９年度） 

現 状 
（令和４年度） 

目 標 
（令和５年度） 

達成状況 

「人の気持ちがわかる人間になりた

いと思う」という質問に対し、『そう

思う』『どちらかといえばそう思う』 

小学生 ９１.７％ 

中学生 ９３.５％ 

小学生 ９４.０％ 

中学生 ９６.６％ 
増加を目指します 

小学生 〇 

中学生 〇 

「人が困っているときは、進んで助

けますか」という質問に対し、『そう

思う』『どちらかといえば思う』 

小学生 ８４.７％ 

中学生 ８３.７％ 

小学生 ９０.５％ 

中学生 ８９.４％ 
増加を目指します 

小学生 〇 

中学生 〇 

新体力テストの結果における運動能

力証交付率 

小学校男女 ３３.０％ 

中学校男子 １５.０％ 

中学校女子 ４１.０％ 

小学校男女 １９.２％ 

中学校男子 １２.４％ 

中学校女子 ２５.３％ 

増加を目指します 

小学校男女 × 

中学校男子 × 

中学校女子 × 

スポーツ、芸術分野での活躍した人

数（国際大会等で） 
２人 １人 増加を目指します × 

「学校のきまり・規則、友だちとの

約束を守っている」という質問に対

し、『そう思う』『どちらかといえば

思う』 

小学生 ９０.７％ 

中学生 ９４.５％ 

小学生 ９７.７％ 

中学生 ９７.７％ 
増加を目指します 

小学生 〇 

中学生 〇 

「いじめは、どんな理由があっても

いけないことだと思う」という質問

に対し、『そう思う』『どちらかとい

えば思う』 

小学生 ９５.９％ 

中学生 ９２.６％ 

小学生 ９６.６％ 

中学生 ９４.８％ 
増加を目指します 

小学生 〇 

中学生 〇 
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基本方針２ 

 確かな学力を身につけた子どもを育てます 

目標項目 
計画策定時 

（平成２９年度） 

現 状 
（令和４年度） 

目 標 
（令和５年度） 

達成状況 

全国学力・学習

状況調査 

基礎基本の問題

の平均正答率 

小学校６年生 

全国平均とほぼ同じ 

中学校３年生 

全国平均を下回る 

小学校６年生 

全国平均とほぼ同じ 

中学校３年生 

全国平均をやや下回る 

全国平均以上 

を目指します 

小学校６年生 

〇 

中学校３年生 

× 
活用が中心とな

る問題の平均正

答率 

小学校６年生 

全国平均とほぼ同じ 

中学校３年生 

全国平均をやや下回る 

千葉県標準学力検査の平均得点（各

学年各教科において） 

小学生 

県平均とほぼ同じ 

中学生 

県平均を上回る 

小学生 

県平均とほぼ同じ 

中学生 

県平均とほぼ同じ 

県平均以上 

を目指します 

小学生 

〇 

中学生 

〇 

英語検定３級以上の取得率（中学校

卒業まで） 

中学校３年生 

４５.０％ 

中学校３年生 

３８.３％ 
増加を目指します 

中学校３年生 

× 

英語検定３級程度の英語力を有する

率（中学校卒業まで） 

中学校３年生 

６７.６％ 

中学校３年生 

６１.５％ 
増加を目指します 

中学校３年生 

× 

学校図書館での年間貸し出し冊数

（１人当たり） 

小学校 ３９.９冊 

中学校  ９.３冊 

小学校 ５０.１冊 

中学校  ８.２冊 
増加を目指します 

小学校 〇 

中学校 × 

「将来の夢や目標をもっています

か」の質問に対する肯定的な回答 

小学生 ８５.３％ 

中学生 ７１.０％ 

小学生 ７９.７％ 

中学生 ６８.０％ 
増加を目指します 

小学生 × 

中学生 × 

学校から帰った後、一日あたり１時

間以上勉強している児童生徒の割合 

小学生 ３６.１％ 

中学生 ４２.０％ 

小学生 ５７.１％ 

中学生 ７４.８％ 
増加を目指します 

小学生 〇 

中学生 〇 

「授業のわかりやすさ」という質問

に対して『良いと思う』『どちらかと

いえば良いと思う』 

小学生 ８４.９％ 

中学生 ７５.７％ 

小学生 ９０.２％ 

中学生 ８７.６％ 
増加を目指します 

小学生 〇 

中学生 〇 
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基本方針３ 

 教師と子どもが深い信頼関係で結ばれた学校づくりを進めます 

目標項目 
計画策定時 

（平成２９年度） 

現 状 
（令和４年度） 

目 標 
（令和５年度） 

達成状況 

「学校が楽しいか」という質問に対

して、『楽しい』『どちらかといえば

楽しい』 

小学生 ８８.９％ 

中学生 ８３.３％ 

小学生 ９０.４％ 

中学生 ８９.０％ 
増加を目指します 

小学生 〇 

中学生 〇 

不登校児童生徒の出現率（在籍児童

生徒数に占める不登校児童生徒の割

合） 

小学生 ０.４７％ 

中学生 ２.６６％ 

小学生 １.６３％ 

中学生 ５.４０％ 
減少を目指します 

小学生 × 

中学生 × 

市内教職員アンケート調査で「直近

１年間でストレスが増えているか」

という質問に対し「増えた」 

小学校 ４１.０％ 

中学校 ４３.７％ 

小学校 ５３.８％ 

中学校 ５０.４％ 
減少を目指します 

小学校 × 

中学校 × 

「先生との関係」という質問に対し

て『良いと思う』『どちらかといえば

良いと思う』 

小学生 ７７.１％ 

中学生 ７７.２％ 

小学生 ８３.８％ 

中学生 ８５.５％ 
増加を目指します 

小学生 〇 

中学生 〇 

「学校の職員として生きがいを感じ

るか」という質問に対して、『感じる』

『どちらかといえば感じる』 

小学校 ８８.２％ 

中学校 ８７.４％ 

小学校 ８３.４％ 

中学校 ８０.０％ 
増加を目指します 

小学校 × 

中学校 × 

「自身の学校の児童生徒の理解度」

という質問に対して、『大部分を理解

している』『だいたい理解している』 

小学校 ８７.１％ 

中学校 ７４.８％ 

小学校 ７８.４％ 

中学校 ７５.６％ 
増加を目指します 

小学校 × 

中学校 〇 
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基本方針４ 

 自己実現を目指す市民の生涯学習・スポーツ活動を支援し、地域人材を育成します 

目標項目 
計画策定時 

（平成２９年度） 

現 状 
（令和４年度） 

目 標 
（令和５年度） 

達成状況 

生涯学習活動に取り組んでいる人 ７１.５％ ７４.６％ 増加を目指します 〇 

公民館利用者数 
１６３,２９６人   

（１日当たり１６１人） 

８５,００７人   

（１日当たり ８４ 人） 

１６８,７００人 

（１日当たり１６２人） 
× 

図書館等利用者数 
１０９,６０５人 

（１日当たり３３４人） 

９３,２８２人 

（１日当たり２８４人） 

１１５,０００人 

（１日当たり３５０人） 
× 

図書貸出冊数 
３５８,８４７冊 

（市民１人当たり３.３冊） 

３０９,７０４冊 

（市民１人当たり３.４冊） 

４００,０００冊 

（市民１人当たり４.０冊） 
× 

週１回以上運動する成人 ５１.４％ ５８.８％ 増加を目指します 〇 

 

 

基本方針５ 

豊かな自然や先人の創り上げた伝統文化を受け継ぎ、新しい文化を創造する芸術文化

活動を支援します 

目標項目 
計画策定時 

（平成２９年度） 

現 状 
（令和４年度） 

目 標 
（令和５年度） 

達成状況 

歴史民俗資料室等の見学者数 １,２７７人 ６４９人 １,５００人 × 

市民芸術公演事業等の入場者数 ２,３０９人 １,６４１人 ４,０００人 × 

市民文化祭参加者数 ２８,４２０人 ５,７６７人 ２９,０００人 × 

「四街道市を『ふるさと』であると

感じるか」の質問に『感じる』『どち

らかといえば感じる』と答えた児童

生徒の割合 

小学生 ６６.０％ 

中学生 ５５.１％ 

小学生 ７２.３％ 

中学生 ６４.１％ 
増加を目指します 

小学生 〇 

中学生 〇 
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基本方針６ 

家庭・学校・地域のもつ教育力を高め合い、三者が連携する体制づくりを進めます 

目標項目 
計画策定時 

（平成２９年度） 

現 状 
（令和４年度） 

目 標 
（令和５年度） 

達成状況 

「近所の人に会った時は、あいさつ

をしているか」の質問に対する肯定

的な回答 

小学生 ８８.３％ 

中学生 ８０.９％ 

小学生 ８７.４％ 

中学生 ８６.５％ 
増加を目指します 

小学生 × 

中学生 〇 

放課後や休日の子どもの居場所づく

り 
３か所 ２か所 ４か所 × 

「こども１１０番の家」登録件数 ２,９１７件 ２,８９０件 ３,０００件 × 

市民一人一人が子どもを見守ってい

る 
３２.５％ ４０.０％ 増加を目指します 〇 

「愛の一声」運動としての街頭補導

活動の回数 
１５２回 １５７回 １６０回 × 

朝食を欠食する児童生徒の割合 
小学生 １４.９％ 

中学生 １９.５％ 

小学生 １２.７％ 

中学生 ２１.８％ 
減少を目指します 

小学生 〇 

中学生 × 
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